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"=' 日
F 血清アレルギ{とツベルクリン・アレルギ戸とは共に教室山中の実験せる如く，血清アレノレ
ギ戸の皮膚反応としては Arthus現象であり， ツベルクリン反応は現在結核症に躍っている
人，叉はかつて躍った人に対する発赤，硬結水泡形成を起す皮膚反応であり，これもやはり抗
原抗体反応に属し，アレノレギ戸性のものであること(唯そのツベルクリン自体の抗原'陛に特異
性のあるために疑問であったが)が確実にされた。そして前記 Arthus現象との病変の差異
は，ツ自体の半抗原なることに原因を求めた。
余は，皮膚反応でなく，牛血清を用いて主として腎，肝(特に腎炎)の変化と，ツペJレクリ
ンを用いてのそれらのアレルギーi企変化を病理組織学的に比較研究し，その結果いささか知見
を得たので、ここに報告する。
第 2震実験方法並びに実験材料
動物には白色家兎(主とじて雄性，少数は雌性〉
を用いて，一群は牛血請を家兎耳静脈に注射して臓 
器の菱化を検索し，他群はツを耳静脈に，又はツを
牛血清と共に注射して感作し，或いは腹自室内に，腹 
腔内の時は結核患者血液をツに加え，叉は結核患者
血液のみで感作した後，ツを腎に動脈注射してそれ 
ら臓器の斐化とを比較研究した。特に腎炎を病理解
剖学的に裏づける腎及び肝の愛化について主として
検索しその他各臓器に亘りホルマリン固定後，バ 
ラフィ y包埋，切片作製の上，へマトキシリン・エ
オヂン，重染色を主に，その他必要に応じてズダy
E染色，ワンギーツン，マッグマーヌス，フィプ y 
y染色等を施した。
第3聾実験成績
第 1節牛血、清使用群
A，B，C 3群に分ち，A群は毎日 0.5ccの牛血清
を耳静脈に注射し， B群は 2.0 cc を 4~5 日間隔に，
C者二は 1週間町隔にして， 2，4，6，8，10ccと午血
清をj順次増量して耳静脈に注射し， Rutin C，Kativ 
(Vitamin K)を同時に毎日筋注して対照とし，血
清のみの場合と比較し，その変化を見た。
腎，肝の病理学的所見:
A若干つ実験動物は Ml，M2、M3，Ms，M9，M15の6
~にし τ，前処置として毎日牛血清 0.5 ccを耳静脈
に反覆注射し，後処置として午血清 5.0cc宛 7回静 
注せるもの (M1)，水銀利尿剤イグロシ"y0.5cc宛 
6回静注せるもの (Mρ あり，その他 M¥l， M3' M 9， 
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M15は後処置なし。実験日数は M1=244日， M2= M5=123日， M6=153日， M lO=380日であった。 
122日， M3=15日， Ms=61日M9=50日， M15=365 組織学的には Motは糸球体分葉状にして容積増大，
日で， M 1は肉眼的には腎は少しく大きく溜濁腫張 赤血球多く，細尿管には調関腫張し，蛋白質増加し， 
L，肝はやや貧血性，組織学的には腎糸球体は容積 脂肪も僅かに認め，全体として欝血相当にあり，肝
増大，内皮細胞増加肥大し球状にして，翻尿管には では同様に中心静脈及び毛細管の拡張，欝血かなり
潤濁腫張あり，ボ氏嚢内にプラズマ様蛋白質あり， にあり，従って肝細胞は萎縮を呈し， グ氏鞘は結合
肝にはグリソン氏鞘内に細胞浸潤あり，中心帯に僅 織膨化，浮腫を示した。 M5の腎は球状にして容積
かの壊死巣を認め，賛血性壊死あり， M2は糸球体 増大，内皮細胞増加肥大，白血球数増加，特にエオ
分葉状にして，容積増大，内皮細胞増加肥大し，細 ギン細胞の増加が認められ，細尿管主部に僅かの脂
尿管には翻濁腫張あり，ボ氏嚢内にはプラズマ様蛋 肪を認め，肝には定化殆どなし，0
白質著明にあり，肝にはグ氏鞘内に細胞浸潤あるの M(Jの腎は糸球体内に赤血球増加し， 容積もやや
み。 M~ は糸球体容積増大，内皮細胞増加肥大高度 増大，内皮細胞増加肥大もあり，肝グ氏鞘内に軽度
にして，プラズマ様蛋白体多量，長fU尿管には潤濁腫 の細胞浸潤あり，実験日数は M5と大休同様なる
張あり，叉蛋白円柱相当に認め，ボ氏褒内にもプラ も，腎炎像は比較的軽徴であった。
ズマ様蛋白質著明である。即ち急性糸球体腎炎像を MIOは実験日数も 380日に及び、腎糸球体は分葉広
皇L，肝には肝細胞愛化周辺市にあり，グ氏鞘内に Lて，容積増大内皮細胞増加肥大かなりあり，且つ
細胞浸潤著明， Msも糸球体容積増大， 内皮細胞増 赤血球多数にして，白血球ム増加し，糸球体蹄係内
加肥大軽度，赤血球なく，基底膜肥厚，フィプリシ にプラズマ様蛋白質が一杯つまっており，輸入血管
析出を認め，品目尿管にj因濁腫張，蛋白円壌を認め， に出血多く，五I尿管には蛋白質もかなり一杯につま
輸入血管にフィプリノイ{ド膨化と間質の欝血を認 っており，少し脂肪のある所も見られて軽度の愛性
め， グ氏鞘内に肝細胞浸潤を認め，毛細管及び中心 を示す。肝には苦手血が相当にあり，肝紺胞の萎縮あ
静脈に欝血を認め， )汗には軽度の~性を認めるの って軽度の蛮性を示す。これを要するに M5が最も
み。 M gは腎にては，糸球休に軽度の容積増加，内 腎炎の像を呈し，次し、で MIOがニれに近いが， こ
皮細胞白血球軽度増加肥大し，赤血球に乏しく，基 れには腎，肝に静血がかなり見られるので，腎炎と
底膜怒度肥厚，細尿管に軽度の斐性を認め，肝にお 異っているものであるの Penicillin，Rutin Cを併
いては，グ、氏鞘内に軽度の細胞浸潤と，軽度の中心 用した M(Jは M5に比しで腎炎{象の少いものであっ
静脈毛細管の欝血あり， M15は肉眼的にも極めて大 た。
きく大白腎の像を呈し， 顕徴鋭的にも糸球体は約 3 CilDこれに用レた家兎は M12'M 13，Muの3匹に
倍の大きさにして分業状，界積増大，ボ氏褒腔拡、大 して， この群では牛血清を 2，4，6，8，10ccと順次
し，糸球体内赤血球に乏しく，一部ボ氏嚢と癒着し， 増量して 5-6日間隔に耳静脈tご注射し Ml:.!には
半月体形成，結締純増殖著明，紺尿管斐性萎縮もあ Rutin Cと， M13には Kativ(Vitamin K)を毎
る。これを要するに，亜慢性糸球体宵、炎像を呈じて 日併用筋注して対照とし， M14には血清のみとして
いるq なお肝にては中心帯及び周辺帯に肝細胞の軽 比較実験したの
度の脂肪~性及び欝由.が中心静脈と毛細管とに相当 即ち M1ュには合計血清 30ccと Rutin C s.Occ 
に認められ，従って肝細胞の軽皮の萎縮を認めた。 (Rutin 10mg+V. C. 440mg)，M13には合計血
以 tの如く，腎炎に最も近い像を呈したのは上記の 清 30ccと Kativ(Vitamin K) 220 mg，Muは
2例であったの 午血清のみ合計30ccで、あった。実験日数は各匹と
B;gfつ前処置として 4ー  5日間隔にて牛血清 2.0cc も22日で， M1J，MHは共に最後の牛血清 10ccを
を静注せるものは 4匹にして， M4' M5，M6，MlOで 静注後アナフィラキシー症状にて死亡し， M1宮のみ
)あり，その内後処置をなせるもの 2匹にして，M6は は生き残り，翌日空気栓塞にて殺して解剖した。以
牛血濡 2cc宛 27回耳静注後 RutinC 0.5cc宛 17 上 3匹の腎，肝には共に程度の差こそあれ欝血が認、
回連日合計 8.5cc筋注，水性 Penicil1in1万単位 められ， M12は腎に軽度のもの，M13は欝血と共に
宛 5日連日合計 5万単位静注せるもの，MlOは牛血 細尿管に硝子様円壊あり， M14は糸球体赤血球(十十〉
清 2.0cc宛 71回静注後午血清 5cc宛 4-5日間隔 にして中等度の欝血あり，肝は同様に相当の欝血あ
にて 4回静注せるもので，実験日数は， M4=49日， り，ために肝細胞の萎縮を全例に認めた。叉グ氏鞘
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内に円形細胞浸潤が一様に認、められた。但し異る点 M13は 5.6g，M14は7.0gで， M1長が最も大きく，
は心及び牌の菱化であり， 心にては M12は軽度の M13が次で M12が最も小さい。それに対応してそ
血管周囲の細胞浸潤，M13はその他に心筋の細胞浸 の組織像も欝血及び血鉄症並びにエオヂ、シ細胞増多
潤と血管内陸細胞増殖あり， Muは血管周囲にプラ 症を示し， その程度は M14'M13' lVl12の}I国であっ
ズマ細胞浸潤，中に大塩基細胞を認め，血管内膜細 た。即ち牌の重量に正比例しているもののようであ
胞増殖及びフィプロプラステンを有する間質の円形 ったのこれを要するに Rutin C を併用したものが
細胞浸潤ありて， M14が安化最も強<，次し、で M13' 心牌の~化最も軽く， Rutin Cはアナフイラキシ 
M12には最も軽度であり，牌においてもその大きさ {を防止する作用を示したようである。 c第 1及び
は大体体重に大した相違はないのに M12は3.9g， 第 2表参照〉
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第 2節/ト 括
以上血清アレルギ{実験として 13匹の家兎を用
し、長期に豆り静注した。即ち M15は 365日， 0.5 cc 
宛で後処置を胞さなかったものであるが，これは亜
慢性糸球体!腎炎像にほぼ一致した像を呈し， M3は
これに比して極めて短時日即ち 15日で死亡せるも
のであるが， とれは Exsudationの強し、急性糸球
体腎炎の像を呈し，その他これに近いものは M5で
あった。殊に A，B群に共通する所見は腎糸球体の
容積増大，内皮細胞増加肥大及び赤血球の極めて少
いものが 10例中 7例であったo.これらは程度の差
こそあれ腎炎といえる所見を呈し，糸球体蹄係内に 
赤血球の多い残り B群の M lO' M6，M4は腎炎とや
や異った欝血腎と 思われるものである。J
而してイグロシンなる水銀矛IJ尿剤を併用した MR
は更に腎間質内及び肝に欝血を強く起す如〈作用し 
たように思われ， Penicil1in，Rutin Cを併用した
M6は腎炎の愛化を抑制するように作用すると思わ
れた。而してA群の方がB群ーより腎炎像を強〈起し
たもの多く， A群中 M15，M3はその典型的なもの
で， B群には M5がこれに近いことから考えると，
少量宛の連日注射，而も長期に豆った方が，間隔を
おし、て行うやや大量注射よりは腎炎を起し易いと思
われる。最後にC群の実験では RutinCはアナフ
ィラキシ{を抑制する作用を示したように思われ，
このように午血清を漸次増加した注射の方法では腎
炎は起さず，欝血腎，肝，酔を起したものであるこ
とを示している。
第 3節 Yペルグリン使用群
A，B，C，Dの4群に分け， A脅ー は 2000倍 γ液
を 3-4白間隔に耳静脈に 5回乃至 20数回静注し，
B群は 2000倍ヅ液及び午血清を混入数回静注せる
もの， C群は結核患者血液(中 1名は健康者〉に ? 
2000倍ツ液を混入腹腔内に注射せるもの， D群は結
核患者血液のみ腹腔内に注射し一定期間間隔をお 
き，即ち 1カ月より 50目{立を経てツ反応陽転する
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のをまち， 2000倍又は濃厚ツ液を腎動脈に君事Qi生して 後約3時間にて死亡したので剖検せるに右腎は出血
死亡後，又は空気栓塞にて殺し，前節と同様、主とし のために暗赤色に膨隆し血腫を認め重量は右腎 11.0
て肝，腎の愛化を研索した。 g，左腎 7.5gであり，組織学的には腎は糸球体に赤
実験材料は主として白色雄性家兎(一部t酸性家 血球(件)，ボ氏嚢内に出血及び蛋白物質を多量に，
兎〉を用い，ツ濃厚液は伝研叉は北研よりヅ原液を 細尿管は愛性著明で，肝にはグ氏鞘内に円形細胞浸
購入し 10倍ツ液， 100倍ツ液， 2000倍ツ液を作製し 潤及び軽度の賛血性壊死を肝小葉周辺帯に認めた。
た。 稀釈には 0.9%生理的食塩水 (0.5%石茨酸混 M17も大体 M16と同様にして肝にも同様軽度の壊
入〉を使用し冷蔵庫に保存した。前処置感l作に用い 死を周辺帯に認めた。 M21は2000倍ツ液 5.0cc宛
た結核患者血液は山梨県塩山病院に入院中の軽症乃 5囲静注で感作し， 約 1カ月後ツ反応 100倍液で
至開放性結核患者のものと対照として 1名の健康者 (+)となり， 100倍ツ液1.0cc宛左腎動脈より動注
より採血したものを使用した。而して Y反応の判 後死亡せるもので，剖検所見は腎は左 10.8g，右
足基準は恩師石橋豊彦教授により旧ツ 10倍稀釈 0.1 10.7 gでやや大きく，腎糸球体には赤血球(十ト〕で 
cc，又は 2000倍， 100倍ツ液 0.1ccを皮内注射し 欝血も認められ細尿管に軽度の潤濁腫張を認めた。
て次の如く定めた。 M2~ は 2000 f音ツ液 5.0cc宛 i21回静注 44日後にヅ
(一) 0~4mm までの発赤のみのもの 反応 10倍ツ液 0.1ccにて(十〉忌なり， 10倍ツ液
(土) 5mm以上の発赤のみのもの 2.0 cc宛 1週間，叉は 10日間隔にて左腎動脈より 5
(十〉向上軽度の硬結を伴うもの 回動注後空気栓塞にて殺し剖検した。腎はやや増大 
c+十〉向上明瞭な碩結を伴うもの し組織学的には腎糸球体に赤血球(十十〉で醇血あの，
(十十十〉発赤 30mm以上著明な硬結を伴うもの 走111尿管上皮細胞に軽度の~.性あり，肝にも欝血著明 
A群〉前処置に 2000倍ツ液を静注に使用したもの， で、従って肝細胞に軽度の萎縮あり。 
;，:aM.，1且M，1(M17;， M本群は M2S，M30の6匹にし M28は 2000倍γ液 5.0cc宛耳静脈より静注後 50
て実験日数は M16=39日， M17=63日， M21=60日， 日間隔をおき 10倍ツ液 0.1cc皮内注射により 7x7 
M2=244日， M民 =168日， M30=258 EIにして， M16 (十〉なるにより， 10倍ツ液 2.0cc宛左腎動脈より
は 2000倍ツ液 2.0cc宛 2回， 2.5cc宛 3回計 5回静 動注約 1週間隔にて再び動注せるに死亡す。腎重量
回3宛cc2.5回，2宛cc2.0'Y液fr~2000は'1M1，注
計 5回， 3_':4日間隔にてそれぞれ耳静脈に静注後 調潤!腫張安性を認めるのみ。 
27日間隔をおいてツ反応それぞれ C+)となったの M30は2000倍ツ液 5.0cc宛 18回静注後 51日間
で，後処置として M 16は左腎動脈に 2000倍ツ液 5.0 隔にて 10倍ツ液 0.1cc皮内注射により 10x10(十〉 
ccをゲラチン液1.0ccと混入動注し死亡せるもの， となったので 10倍Y液 2.0cc宛左腎動脈より 1週 
M17は陽転後，右腎動脈に 2000倍ツ液 5.0ccとゲ 乃至 10日間隔で 8回動注後死亡した。これを剖検
ラチン液1.0ccを混入動注し，更に約 3週後左腎 するに右腎は 6.7g，左腎は 8.7gで左腎の糸球体に
動脈に 100倍ツ液加ゲラチン液 0.25cc混入動注し 出血を認め，細尿管にも溜濁腫張及び恋性あり，右
た。而して約 4日後検j示せるに蛋白僅かに陽性とな 腎糸球体にも出血あり，間質にも出血やや多く，細
ったので、空気栓塞にて殺し開腹した。腎動脈内注射 尿管同様の~化あり，肝細胞にも潤淘腫張と出血軽
術式についてはウレタン麻酔は用いず，腹割法によ 度にあった。
りノボカイ y局所麻酔の下に腎を露出しツベルグリ B群〉前処置に 2000倍ツ液 5cc Vこ牛血清1.0ccを
シ用注射針を用い尖端を少し曲げて動注した。以後 混入静注にて感作したものは M24，M25の2匹な
の実験でも皆同様の方法で行い，その後の実験では り。実験日数は M24=175日， M25 ~122 日であっ
腎は左側に一定した。前述の 2匹はツ液がよく動脈 た。
内に滞溜するように滅菌ゲラチシ液を混入したが， M24は2000倍 Y液 5.0cc宛 19回，午血清1.0cc 
その後ゲラチンは用いないでY液のみを使用し，且 宛 5回静注後 21日間隔をおいて 10倍ツ液 0.1cc皮
つ動注後はよく滞溜せしめ出血を防ぐために該動脈 内注射で 14X13{十〉となり，左腎動脈より 100倍
を指頭にて止血するように一定時間待ち，後開腹術 ツ液1.0cc，100倍ツ液 2.0cc，10倍ツ液 2.0cc宛
創を閉鎖した。 2回動注後死亡したので剖検するに， 組織学的には
さて， M16は手術時，右腎静脈を損傷したため術 腎は欝血軽度，糸球体には赤血球(+)，基底膜肥厚
は右 7.5g，1e8.5 gでやや大きく，細尿管に軽度の
‘' 
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を認める他には余り~化はないが，肝にはグ氏鞘内
に細胞浸潤あり，而して~性壊死巣が小葉周辺帯に
あり。
M25は2000倍ツ液 5.0cc宛 10閏，牛血清1.0cc 
宛混ス 5回静注後 26日間隔にて 100倍ツ液 0.1cc
皮内注射固にて 13x10(+)になったので 100倍ツ液
1.0 CC，100倍Y液 2.0cc，10倍ツ液 2.0cc宛 2間合
計4回左腎動脈より動注後死亡したので、剖検せるに
上記 M24 より肝腎共に軽度の ~化あり。即ち M2 .1 ，
M25の2例は軽度の Glomerulo
呈す。 
C群〕本群は前処置として結核患者血液 5.0ccと 
2000倍γ液 5.0ccを混入して 3-4日間隔に家兎腹
腔内に注入感作せるもので 3同施行したものは M32'
匹，9のMJS:i7，M.，]¥{16，M45“，M33' M34' M43' M 
他の 1匹は対照として健康者血液 5.0'cc加 2000倍 
y液 5.0cc混入注射3回施行せるものはM37で、あつ
た。而して約 1カ月後蛇振出産せる家兎M43を除き
全部陽転せるにより 10倍ツ液 2.0cc宛左腎動脈よ
り動注後死亡，又は殺して剖検せり。 M32は増殖性肺
結核患者の血液 5.0ccと 2000倍ツ液 5.0cc混入腹
B室内に注入 3回施行後約1カ月にて 10倍ツ液 0.1cc 
皮内注射にて 10x 10 C十〉となったので 10倍 Y液
2.0 ccを左腎動脈より 3回動注後死亡せり。剖検せ
るに両側腎は肉眼的にj関淘腫張あり，髄質に軽度得
血あり，両腎下面に出血あり，組織学的には糸球体
剖検所見は左腎は腎被膜内に出血著明で全体として
腫張L表面にも出血著明であり，右腎には大した愛
化はなし、。組織学的には腎糸珂計本容積やや増大し， 
左腎は赤血球(件)，右腎は赤血球 C+);欝血c+十〉
で殊に左に著しく，細尿管は左腎では潤濁陸張Z羽生
共に右に比して著しく蛋白休で一杯つまっており全 
体として Exsudationが著明であった。肝は軽度
の欝血と細胞のグ氏鞘内浸潤が軽度にあった。 M37
は健康人血液 5cc加 2000倍ツ液 5.0cc混ス腹腔内 
宛皮内反応にて 22x30C -It)で， 10倍ツ液 2.0cc宛 
3回左腎動脈より動注せるに死亡す。剖検すると両
腎共に表面に軽度出血あるのみで著斐なく，紙織学
的には糸球体?と赤血球(十十〉で血管に欝血あり，制
尿管は細胞やや萎縮せるのみ，肝には薯K2なし。
MI3は』畦性家兎で、実験中に姫娠出産せるためか開放 
性法出性結核患者血液 5cc加 2000倍Y液 5cc混入
腹腔内注射3回，約 1カ月後 10倍 γ液 0.1cc皮内
注射では(一〉にしてこれは出産が影響せるものと
認め， その後前記と同様 10倍ヅ液 2.0cc宛左腎動
脈より動注 3回施行後死亡す。剖検所見は肉眼的に 
は腎に潤濁腫張及び愛性を認め肝は 84.0gでやや大
きかった。組織学的には腎糸球体には容積やや増大 
せるものあり，無血にして蹄係壁肥厚，膨化しやや
分棄化し内皮細胞増殖なく細尿管には主部に著明な
R'2性及び類壊死，溜濁腫張も著明で輸入血管はフイ
左腎では赤血球(十トコ，白血球(十十〉で右腎にも薯& プリノイ{ド膨化を認め所謂 Glomerulo・tubulρ・
なく，欝血著明にして細尿管には軽度の溜濁j置張あ 
り，肝には署~なし。 M33 は開放性差是出性結核患者
血液 5cc加 2000倍 Y液 5.0ccを同様に 3回腹腔
内，約 1カ月後 10倍ツ液皮内注射で 30x35C什〉と
なりしを以て， 10倍 Y液 2.0cc宛左官、動脈に 5回動
注後死亡，左腎は肉眼的には溜濁腫張し髄質に欝血
著明で容積もかなり増大している。叉出血もあり，
皮質と髄質の境も明瞭でない。なお右腎は著震がな
い。組織学的には左腎は細尿管に出血及び蛋白円壌
あり，溜濁腫張相当にあり，糸球体は胃、度の容積増
大と蛋白質がつまってしる。右腎は軽度のj問、濁!撞張
と~性が細尿管にあるのみ。肝は軽度の欝血と閣法1
腫張があり， グ氏鞘内に組胞浸潤を僅かに認めるの
み。 M34は開放性穆出性末期結核患者の血液 5.0cc 
加 2000倍ツ液 5ccを混入腹腔内に注射 3回施行し
約 1カ月後 10倍ツ液 0.1cc皮内注射で 30x30C十〕
となったので 10倍ツ液 2.0cc宛左官、動脈に動注 5
回で実験不可能となったので、空気栓塞にて殺Lた。
Nephroseの像を呈し肝にも欝血毛細管にあり，叉
出血性壊死巣が小葉周辺帯に認められた。 Mμ は開
放性諺出性肺結核兼胸椎カリエスの血液加 2000倍
ヅ液を用いて 3@感作したもので約1カ月おいて 10
倍ツ液 0.1ccにて皮内反応を検するに 13x20C十〉
にて 10倍 Y液 2.0cc宛左腎動脈より 9回動注後不
可能となったので、空気栓塞にて殺し剖検するに肉眼
的には左腎は極めて小さく腎とは一見思えないよう
に碩〈割面は萎縮して石灰化軟骨化し淡黄色を呈す
る。右腎はかなり大きく皮質と髄質の境界は不鮮明
にして、調i笥腫張を示す。組織学的には左腎は糸球体
細尿管のj誌量不明となり，著明な壊死を示し蛋自体
円壌の残存と石灰化著明にして，一部は軟骨化結締
増殖を示L，輸入血管の著明なフィプリノイ{ド膨
化を示し所謂 MortelNiereの像を呈す。右腎は
糸球体やや容積増大軽度の内皮細胞増加赤血球に乏
しく，ボ氏嚢と一部癒着し蹄係壁膨化肥厚し，品目尿
管は中等度のZE牲を示す。即ちこれは Glomerulo-
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tubulo司 Nephroscの像なり。肝には特に斐化なし。
M'5は開放性彦、出性結核患者血液加 2000倍ツ液を
混入腹腔内に注射 3回施行し約 1カ月後 10倍ツ液
0.1 cc皮内注射で 40x，45 C十社〉なる故に 10倍ツ液
2.0cc宛 2回施行後死亡す。剖検せるに組織学的に
は左腎は糸球体愛化は容積やや増加し赤血球(十十〉
細尿管は軽度の安性を示し細尿管主部に僅かの脂肪
を認め，輸入血管は出血及びプラズ、マスタ{ゼを相
当に認め2 右腎もほぼ同様にして Nephroseを伴
う欝血性腎、炎を認む。肝は貧血性壊死周辺帯にあり
欝血軽度にあり。 M46は同様開放性彦出性肺結核患
者の血液 5.0cc加 2000倍ツ液 5.0cc混入の注射，
約 1カ月後 10倍ツ液 0.1cc皮内注射で 20x22C件〕
で 10倍ツ液 2.0cc宛左腎動脈より動注 4閏にて死
亡す。腎組織{象は糸球体左右とも軽度の内皮翻胞増
殖及び静血軽度， 輸入血管にはプラズマスターゼ、
を，削1尿管に軽度の震性を認めた。肝には著~な
し。 M1 ccを以7は開放性彦出性肺結核患者血液 5.0 
上と同様に用いた。約 1カ月後 10倍ツ液 0.1cc皮 
内注射で 10x10C十〉になったので 10倍ツ液 2.0cc
宛左腎動脈より 4回動注後死亡す。腎の組織学的安
化は左腎糸球体は容積増大軽度，赤血球(件〉で細
尿管上皮細胞軽度の溜潤腫張あり，全体として欝血 
やや強し，右腎は糸球体容積増大軽度，赤血球 C+)，
紺尿管に軽度のき五位あり，肝には~化なし oM必は
同j誌に開放性法出性肺結核忠君血液 5.0ccを用い
た。感作は以上のものと同様であるの感作約1カ
月後 10倍ツ液 0.1cc皮内注射により 22x 22 C件〕
となったので、 10倍ツ液 2.0cc宛左腎動脈より 3問
動注せるに死亡す。剖検するに腎の組織学的~化は
左官、の糸球体は容積増大軽度，赤血球(十ト)，輸入血
f習にはプラズマスターゼを認め細尿管の萎縮あり，
右腎もほぼ同様な恋化あり，肝には欝血毛制管及び
中心静脈にあり，ために肝細胞の萎縮と湾腫を認め
た。
D群〉本群に!書するものは結核患者血液 5.0ccのみ
にて家兎腹腔内注射 3回施行後約 1カ月経て 10倍
ツ液 0.1cc皮内注射に依り陽転せる後 10倍ツ液 2.0 
球体は左腎では容積増大軽度，赤血球(十ト〉分葉状 
を呈し，白血球(十〉にしてポ氏嚢と軽度癒着し欝
血もかなり認められた。削!尿管は潤濁)毘張~'l生中等 
度にして主部に脂肪を僅かに認め右腎も大体同様で 
あり，肝は欝血中等度グ氏職内細胞浸潤あり， MH 
は開放性濠出性結核患者血液を使用した。木患者血
液 5.0 CC~.こて腹腔内注射 3 回施行後約 1 カ月経過し
て10倍ツ液 0.1cc皮内注射にて 28x20 C十十〉とな
り10倍ツ液 2.0cc宛約 1-2週間隔にて左腎動脈注
射 11回施行，更1'L'Y原液1.0ccを動注後空気栓塞
にて殺す。剖検所見は左腎は極めて小さく，灰白費
色にして極めて軟く一見壊死をJ臣、わせた。組織学的
には左腎は糸球体制尿管共に著明な壊死に陥ってお
り，輸入血管はフィプリノイ{ド膨化を示しエオヂ
汁こ好染する蛋白様物質の残存とへマトキシ~Y'好
染の石灰化が認められ，右腎は糸球体容積増大殆ん
ど無血にして分葉状，品目尿管には軽度の愛性と蛋白
様物質の増加を認む。即ち軽度な GlomeruloNe-
phroseの像に近し、。肝には軽度の欝血あり， グ氏
鞘内に細胞浸潤軽度に認む。 Mω も開放性穆出性結
核患者血液を用う。木患者血液 5.0ccを3回腹腔肉
注射約 1カ月後 10倍ツ液 0.1cc皮内注射により 10.
x17 (十〉なるを以て 10倍ツ液 2.0ccを左腎動脈
より 5回動注後空気栓塞にて殺し，その剖検所見は
両側腎とも潤潤腫張を示し皮質，髄質の境界不明な
り。組織学的には左腎糸球体は容積増大，赤血球
(十十)，ボ氏嚢と癒着あり細尿管も溜潤腰張，軽度愛
性あり相互に癒着す。右腎も大体左腎に同じ，肝は
中心苗i脈に欝血あり，叉毛細血管にもあり，浮腫を
認め従ってきE性のあるを認め石。(第 1表，第 2表，
第 3表参照〉 
第 4節小 括
腎~化は A群 6 匹において殆んど全例において制
尿管の潤濁腫強が肉眼的又は顕微鏡的に認められ糸
球体は軽度の容積増大と赤血球の増加が認められ， 
中3例にはボ氏嚢内にプラズマ様蛋白質の浸出及び
欝血を認めた。
B群 2匹においては糸球体内赤血球(十〉にして， 
， 基底膜肥厚し，欝血軽度にして細尿管には潤濁腫張 40"，'I1¥匹あり，即ち3宛左腎動脈に動注せるものでcc
M4I'， M12にして実験日数は M40=38日， M41=173 
日， M42=107日で、あった。 M10は非開放性(但し培 
養は不明〉結核患者の血液を使用ナ。木患者血液 5.0
ccにて腹腔内注射 3間施行後 10倍ツ液 0.1cc皮内
注射にて 12x10(+)になったので10侍ヅ液 2.0cc 
左腎動脈より動i生後死亡，剖検問故学 ~f]所見は腎糸
が認められる。
C群においては全例において細尿管の潤濁腫張，
又はZ羽生を肉眼的又は顕微鏡的に認める。特に M “ 
にては壊死が細尿管のみならず，糸球体にも及び，
左腎にては所謂 MortelNiereの所見を呈す。即
ち部分的に石灰化軟骨{じになって他の音IS分は結締織
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の増殖があり，右腎は容積増大しボ氏嚢と癒着，細 である。又一時に大量のツを注射すると効果注射で
尿管萎縮その他は拡張し，蛋白様物質を入れてネブ ツ皮膚反応が陽性となるが反応は徴細で大量ツの蛋
ローゼの像を示す。 M43は細尿管主部に著明な壊死 白質に対する感受性異常と考えられると Calmette
を認める。その他潤淘腫張も著明で，輸入血管はフ は述べているが，何れにせよツ自身の抗原性を認め
イプりノイ{ド膨化を認める o1因調腔張の定型的な ていないことは，今迄の諸説の一致している所であ
菱化は M3lの左腎に著明に見る。糸球体菱化は殆 る。私のツ実験の場合A群にてはツのみで感作して
んど全例に軽度の容積増大，球状にして内皮細胞の いるが大量のツの静注で、以上 Calmetteのいえる
増殖は約半数に認められ，赤血球増加は大部分に認 如く一過性感受性異常が起るためか，とにかく一定
められた。更に欝血は程度の差こそあれ約半数に認 期間後ツは微細ながら陽性となり，その後腎動脈内
め，ボ氏嚢接着も約半数に認めた。ボ氏嚢内及び糸 に比較的濃厚ツを動注することにより腎において糸
球体内プラズマ様蛋白質の出現も約半数に認めた。 球体は赤血球(十十)，ボ氏嚢内に蛋白様物質の析出， 
D群の 3 例にっし、ては，細尿管の ~l性，潤渇腫張 欝血著明，細尿管には軽度の潤潤)毘張叉は~性を認
は全例に認め， M41は左腎にては壊死が細尿管のみ めた。肝にも軽い潤渇，欝血を認めるロ B，C群に
ならず，糸球体にも及び腎皮質は一部石灰化し，輸 ついては即ち B群はツ+午血、清， C群はツ+結核患、
入血管はフィプリノイ{ド膨化を認め，右腎は糸球 者血液とツ+蛋白質となり， ここに Vollantigen
体Z羽生症を示す。他の M.10，MI2の糸球体は軽度の となり抗体を産生する力を得るものと認められる。
容積増大と赤血球増加を認めた。 結局抗原抗体反応が起り γ反応は牛血清加の時はツ
以上を要するに， A群群ユでで、は軽度のネブロ{ゼゼ、を呈 のみより強く陽性となつたο そして B群はその後腎
するものは 3例にして， B群でで、は 2例共に軽度の 動脈注射.を施行した結果はA群よりもやや強い腎， 
Glome訂工r叫 O縄♂Nephroseの{像象を呈し， C群でで、は定型 肝のz斐芸化を起し，腎にては A群より欝血少くなるも
的なものは 9例中 6例あり壊死の著明なものは M釘仰， 糸球体のプラズマ様蛋白体の証明，前日尿管の潤濁腫 
M44なり。 Mμ の左腎は MortelNiereの像を呈 張及び愛性がやや強度になった。肝にも壊死を認め
た。 壬，M33'M3す。潤肉腫張著明なものは M45等であ C群は結核患者血液加ツの混入の場合は午血清
る。 D群では細尿管沼濁腫張のあるもの Mω，M必 の時，即ち B群より強く即ちツ反応(-1-十〉又は(十日
の 2例で，壊死の著明なものは M壬1である。 のもの多く 10x10(+)程度のもの 2例，その他雌
肝~化は A群にては 7 例中賛血性壊死の認められ 性家兎で妊娠出産中の Mi3のみ陰性であった。そ
たものは M1 7の 2例で，欝血，肝細胞萎縮の6，M1 の後腎動脈注射を回数多く行ったものでは M!1の
あるもの M21' M22' M 30の 3例で、あった。 B群に 如く MortelNiereとなって壊死以上の所見を呈
ては 2例に軽度の貧血性壊死，肝細胞萎縮， グ氏鞘 す。回数の少し、ものでも細尿管に軽度の壊死を皇す
内細胞浸潤を認めた。 C群は 9例なるも，中壊死の るもの 1例あり，叉溜濁腫張， ~，性の著明な M43'
認められたものは M43'M必の 2例で， M43は出血 M33の如きものとれなり。即ちこれらは定型的なネ
性， M45は賛血性であり，大部分は欝血は中心静脈 フロ{ゼである。更に D群の如く結核患者血液のみ
及び毛細管に認められ， グ氏鞘内細胞浸潤も M33' で、感作したものでも約 1ヵ月後にはツ反応陽性とな 
M :i4' Mi5の 3例に，肝細胞萎縮は M33' M48に認、 り3例中(十ト〉のもの 1例， (+)のもの 2例であ
められた。 D群にては 3例に欝血著明にして M12 りやはり抗原抗体反応を呈したことを示し，左腎動
に肝細胞萎縮を認めた。 脈より動注せるに 11回までは 10倍ツ液で、あったが
次に本実験を顧るにツのみではツ皮膚アレルギ{ 最後に Y原液を動注せるに定型的な壊死を呈した
は招来されないということはツに対する遊離抗体を M41があるがこれは最後のツ原液動注のためにこの
証明することも愛動的伝達によってツ・アレルギー ような強い菱化を起したものと考えられるが，他の
を起すことも出来なし、からツは完全抗原でなく所謂 2例は比較的弱L、ネブロ{ゼの像で、あった。そして
半抗原と呼ばれる所以である。皮膚反応を起す活性 結核患者血液中にはツ様物質が含まれているために
因子は蛋白質フラグシヨンと認められているが，ツ ツ液のみの A群よりは一定期間後に抗体を多量に発
を静注して 2回目を皮内注射しても皮膚反応は何等 生してツ反応が陽性となると解釈される。結核患者
起さぬが，2回目も静注すればアナアイラキシ{で死 血液にツを加えたものがC群であるが，この方がD
ぬから第 1回目の静注で感作されていることは確実 群よりも大体強い愛化を起していることはツ十結核
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患者血液の方が結核患者血液のみよりツ反応を強く
陽性にすることと関係があるらしく思われる。そし
て結核患者血液のみで、も完全抗原になり得る。即ち
以上のことよりツ+結核患者血液=完全抗原でツ=
半抗原で
①ツ+結核患者血液  i
②結核患者血液 )=完全抗原 ツ=半抗原
③ γ+牛血清 J 
にして完全抗原中にも①〉②〉③の如く程度の差
があることが立証される。
第 4章総括及び考按
実験的に生体内にアレルギー状態を発生せしめて
アレルギーに基く臓器の病菱を研究する最も簡単な
方法は動物の静脈内に一定の間隔をおし、て異種蛋白
抗原を繰返し注射する方法である。かくすると再注
射の度に生体内に抗原抗体反応が起る故に発生する
臓器の安化はアレルギー性起原と解することが出来
る。若しこのような方法で糸球体腎炎が起るなら
ば腎炎のアレルギ一説は積極的に証明することに
なる。最初にこのような実!換を行った Longcope
(1913-15)は主として間質性炎の像を見た。糸球体
の~化が余りにも軽微で、あったためにその成績はア
レルギー説を充分に支持出来なかった。馬杉門下の
佐藤保雄は各種の異謹蛋自の反復注射を受けた多数
の家兎の腎臓を組織学的に検したが腎臓の所見は抗
原の注射方法，叉抗原の種類，注射量，注射回数等 
により多大の差異のあることを見た。アレルギー処
置が弱L、と Longcopeの見たと同様な間質性炎が 
重な愛化であるがこれを強く行うと糸球体に変化が
起ることを認めた。氏は馬血清 2ccより毎回 2cc 
宛増量して 5日間隔で 4-9回静注を施行した 7匹
の家兎の大多数に程度の差こそあれ糸球体腎炎の発 
生を見た。叉馬杉門下の南義一(1936-37)は馬血
清又は牛血清を反復静脈注射することにより家兎で
著明な腎炎を惹起することに成功し，北大園田正治 
(1936)は牛血清を頻回に亘って家兎に静注すると
禰蔓性糸球体腎炎に一致する腎愛化の起ることを確
認している。以上の如く既に牛血清を用いて腎炎を
起すことに成功しているが，余の場合は A，B群の
如く牛血清 0.5cc宛毎日静注する方法と 2cc宛 4
-5日間隔の 2群に分けて見ると，毎日法の方には
6例であるが定型的に亜慢性腎炎，叉は急性腎炎を
起したもの 2例あり，その他 4例は軽微な腎炎及び
Fahrのいうような Glomerulo・Nephroseに至
る各段階のものが認められた。即ち殆んど全例に軽 
重はあるが腎炎が認められた。然るに B群は  4例中
腎炎像を呈するものは M5の 1例であり，他は皆欝
血腎の像であった。即ち牛血清の場合少量の注射で
毎日長期に亘ってやる方法が確実に腎炎を起す。量
を多くして而も間隔 4-5日で、静注を行った方法は
それに比較して起しにくいと忠われる。而も MlOの
如く 380日も長期に豆って行ったものでも最後に 
5.0 ccと量を増して行ったものは却って欝血腎の像
を呈するのみで所謂腎炎にはならなかった。 M6の
例は M5と同様に血清のみで行う時は軽微な腎炎を
起したものと J思われるが Penici1linと RutinC 
の効果を検するためにこれの注射を併用せるため欝
血腎の像となった。叉C群の場合の如く牛血清の
場合は増量するときはやはり欝血腎，肝を著明に起
すのみで所謂腎炎にはならなかった。これは前記佐
藤の馬血清の実験と大し、に異り馬血清の時はかかる
方法で腎炎が起る。牛血清の時は起きなし、。即ち血
清の種類即ち抗原の種類が影響してし、る。叉以上の
如く感作の方法，即ち注射の種類によっても起き易
い場合と起きにくい場合とがある・てとを証明した。 
これは恐らく牛血請には毒素が馬血i肯よりも多いと
いうことが関係していると思われる。 C群の実験で
は牛血清の時はアレルギ一反応が強すぎてアナフイ
ラキシーにて死亡するが RutinCの適量を併用す
るとアナフイラキシーを防止し VitaminK (Ka-
tiのでは防止出来ずに死亡し且つその愛化は牌の
犬きさに関係あることを示した。叉心安化が Rutin
Cを注射したものが最も愛化が少し、ことが関係する
ように思われた。
次にツベルグリ y・アレルギ{戸実験としては前記
小括に述べた如く，山中の実験でツも叉血清と同様
Arthus現象に認めた如く本質的に同ーの抗原抗体
反応であることが立証された。元来 Yは抗原として
分類すると体外性半抗原に属するもので半抗原とは
Landsteinerによって名づけられたものでそれ自 
休は特異的にその抗体と結合して抗原抗体反応を起
し得る物質であるが直接抗体形成力，即ち感作原性
を有しないものである。而しその際半抗原に一定の
蛋白性物質を結合して感作を行えばその半抗原自体
も特異的に抗体を形成させる作用を有する。この附 
加された蛋白質を賦活体といい，半抗原に対して抗 
原性を有する抗原を Vollantigenとし、う。叉結核
症における抗体は他の場合と同様で結核抗体が組織 
釣着性であるか，体液性であるかに関しては Koni・
gsfeldは結核感染海狽の肝， 腎淋巴腺とツを混じ
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て24時間おきその上精液を結核海摂に注射しても 
ツ反応の出現しなし、事実を確かめ組織の結核抗体が
ヅと反応して組織体内にツが存在しないために反応
が現われないと説明し，叉工藤も結核海摂の組織は 
試験管内でツを中和するが血清は中和しなし、ことを
証明しているのはこれに一致する。叉 Bai1は結核
動物の組織を健康動物に注射してツを注射すれば抗
原抗体反応が起り過敏死に陥るが結核動物の血清を
用いた場合には過敏現象が起きないことを証明して
抗体の細胞性なることに根拠を与え血清中にはない
ことを証明している。叉 Chase，Kirschheimer， 
Laurence等はツ・アレルギーの受見伝達を実験的
に証明し， ツ抗体運搬は単核削胞叉は淋巴球である
と推論している。然るに本実験では結核患者血液な
る故血清と異り抗体があると思われる。以上諸説の
如く確かに血清中にはツ抗体はないと 思われるが上J
記 Chase，KirschheIiner等の説に依ると γ抗体は
血球中に含まれているようであるの而して前記小括
に述べた如く結核患者血液中にツ様物質が含まれて
し、るとすれば結核患者血液中にはツ抗原とツ抗体が
存在し結核症の重症，軽症に関係して① γ抗原〉
ツ抗体，② Y抗原くヅ抗体，③ツ抗原=ツ抗体， 
という 3種類の場合が起り得るようになる。元来他
のアレルギーにおいては一定度流血中に抗体が存在
するが結核症の時は結核の抗体は強く組織に鈎着性
であることを以上の実験は示しているが体液内に結
核アレルギ、一抗体が全く存在しないか否かはかなり
問題になるが，他のアレルギー抗体に比して少くと
も流血中に現われる量は極めて少いと武田は述べて 
L、る。然らば結核患者血液中には抗体はあっても少
し、から前記の如き 3つの場合は有り得ないことにな
って程度の差こそあれ， ヅ抗原〉ツ抗体の状態にあ
るのではないかと思われる。
以上の事実を考慮に入れて本実l換を考投するに，
C群の場合は更にツを加えているのでツ抗原はかな
り多量になりこの実験例ではツ抗体がかなり多量に
発生し，従ってツ物質と結合してツ反応はかなりの
C+十)， C十件〉の如く強陽性となると忠われる。 D群
にては結核患者血液のみの感作なる故に比較的抗体
がC群に比して少く Y反応も比較的弱L、と考えられ
る。そしてこの前感作が後の実験にも影響を鷲らし
C群の M J3，Mμ の如〈動注例の腎には Mμの場合 
は所謂 MortelNiereの像を呈し広範な腎の壊死
と石灰化，軟骨化，硝子様変l企i像を認め，他側にお
いては Fahrの所謁 Glomerulo引 lbulo-Nephro-
seとなり， M43においても広範な両側腎皮質の糸
球体を除《類壊死と Glomerulo・Nephroseの像
を呈L，全体として Tubulo・Glomerulo値 Nephro・
seの像を呈す。その他のC群例は糸球体内に赤血
球(十十〉で無血で、ないため Glomerulo-Nephrose 
とはし、し、難く， D群の M壬1は最後にツ原液1.0cc 
を動注したのが影響したものか動注例の腎は完全
な壊死を呈し軽度の石灰化を呈し他側腎はやはり 
Glomerulo引 lbuloNephroseの像を呈した。即箇 
ち:[9J注回数の比較的少いものは一般に Nephrose
の像を呈す。定型的な例は M33で、あつもた。かくて 
C群の方がD群の M壬1はツ原液を使用したので、こ
れを除外すると一般に強い菱化を起し C群の M必
の MortelNiere，MJ3の Glomerulo-tubulo・ 
Nephroseの例， M33の定型的 Nephrose，M34 
の Nephroseの例，その他軽度の Nephroseの
像を呈するもの 5例あり。 D群の M41の例は動注
回数も 12回に及び多いためではあるがツ原液を動
注したため急に左側腎に広範囲な壊死を起したもの
と考えられる。その他の 2例は軽度の Nephrose
を起しているのみ， B群は 2例で共に韓微な Glo司
mer叫 0・tubulo-Nephroseの像を呈し， A群は大
部分が糸球体中に赤血球 C-t+)叉は(骨〉でその他
間質に充血，出血が多く Glomerulo・Nephroseの
所見はなく唯細尿管の斐性，叉は溜濁腫張ありて軽
度の Nephroseの像を呈す。
故馬杉教授によると強い Nekroseは強いアレル
ギ{処置の結果と説明され， Glomerulo羽 ephr・
oseも亦アレルギ{処置の比較的軽し、時に起ると説 
明されてしる。即ち馬杉教授の f子痢とアレルギー j
の中に記載されている所によると子踊腎においては
大部分 Glomerulo-N ephrose の像を呈し著明な
内皮細胞増殖を伴う腎炎とは異る。この点で考慮す
べきことは異種血、請を家兎に反復注射する場合に認
められる糸球体の斐化である。この場合にも蹄係壁
の肥厚，蹄係の無血，内皮細i胞の肥大寺を主徴とす
る糸球体の安化が発生するが内皮細胞の増殖は顕著 
ではない。これに反して純菌を反復注射する実験で、
は内皮赤:J]-l胞の増殖が著明に起る。即ち同じアレルギ
一機序による糸球体の障碍でも抗原の性状の如何に
よってその抗原抗件、反応の起り方に相違が出来て 
G lomerulo-N ephroseの如き像の起る場合と糸球
体腎炎の如き像の起る場合があるのである。叉細尿
管上皮又はE17係上皮細胞等の穎粒性乃至硝子様滴状
J3王位等もこれを毒素による安性損象としてでなく糸
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球体蹄係の透化性愛化に基く蛋白の排世，その再吸
収による現象として説明し得ることは確かである。
叉子痛に関連する稀有な腎愛化で所謂対称性皮質壊
死(SymmetrischeRindennekrose)と呼ばれる疾
患がその病理発生について従来から多くの論議を醸
していると述べ，人体子嫡数例を挙げ最後にこれを
要するに子痛に伴って起る所謂対称性腎皮質壊死は 
姫娠に基く高度アレルギー血行障碍の現われであつ
て，腎炎に際する血行停止型，叉はブイプリソ血栓
形成型に該当する病~である σ 子痢肝の出血性乃至
賛血性壊死と本質的には同一であると述べて!し、る。 
余のツ実験においては以上の如き子摘腎に見るよ
うな対称的な皮質壊死はなく， c群 Mi3の1例
も類壊死で同群 M“は左腎(動注例〉のみは所謂
Mortel Niereの像を呈し強い腎全体の壊死の上に
石灰化軟骨化のZ羽生が加わったものを呈L，右腎は 
所謂 Glomerulo・tubulo・Nephroseの像を呈し，
叉D群の Mnにおし、ては左腎(動注例〉は完全な壊
死を呈し右腎は Glomerulo・tubulo・Nephroseの
像を呈したのであり，結局余のツ実験によるものも
アレルギ{にて説明が出来ると思われる。即ち余の
実験では 10倍ツ液を用いたが， どれをツ原液を用
第 5章結
いなお実験回数も最高 12回であるがもっと回数が
長びけば或は対称性皮質壊死の，ものも多数例出来る
かと息われる。
次に肝斐化について述べると，A群においては賛
血性壊死周辺帯に認めたもの M16，M17の2例，中
心静脈，毛細管の欝血及び肝細胞萎縮を認めたもの
25 M21'M群にてはB例あり。3のM30，M2l> M2
の2例共軽度の貧血性壊死周辺帯に認め，軽度の肝
細胞萎縮とグ氏鞘内の丹形細胞浸潤を認める。 C群
においては出血性壊死を小葉周辺帯に認めるもの
M'13の1例，貧血性壊死を周辺帯に認めるもの M必
の1例あるのみ，欝血(主として中心静脈及び毛細
管内〉及び肝細胞萎縮の認められるものほ M33'M .Jl 
4のM47必，M，M32'M13例，欝血のみの例は2の 
例， グ氏鞘内細胞浸潤を呈するものは M3 ，:J' M J1
M必の 3例， D群においては欝血並びに肝細胞萎縮
を呈するもの 3例中 M40，M42の2例にして欝血の
みのもの M1の 1例グ氏鞘内細胞浸潤は 3例共に
認む。
以上肝壊死も:経度なものではあるがこれらも腎炎
と同じくアレルギー性愛化と解するのが妥当と信ず
る。
論 
1) 牛血清の少量 O.5cc宛家兎耳静脈に毎日繰り返仁静注した場合には大部分の家兎に著明
な糸球体腎炎乃至軽度な腎炎を起した。即ち 6例全部に腎炎を起した。これに反してヤや大量 
2cc宛 4，..，5日間隔で静注した場合には 4例中 1例に軽度の腎炎を起したのみで、あった。即ち
少量宛匂:日の万法の万が腎炎を起し易いとし、し、得る。 
2) 牛血清では馬血清の場合と異り階段的に 2cc，4cc，6cc，8cc，10ccと1週間隔にて
静注する方法では腎炎を起さなく欝血腎欝血肝を惹起し，この際 Rutin C を併用した家兎の
み血清アレルギ{を最も抑制したと忠われた。 
3) 旧ツベルクリンの 2000倍稀釈溶液を家兎耳静脈に一定間隔で、頻回に亘って感作してお
くときは一定期間後(約 1ヵ月後)ツ反応は微弱であるが陽転した。これは大量のツ蛋白質に
対する感受性異常と考えられるO 
4) 旧ツの 2000倍稀釈液で前処置をなしツ反応陽転後ツ濃厚液を直接家兎腎動脈に動注し
た例で、は著明な糸球体腎炎を起したものはなく Nephroseのみ起し得た。 
5) 結核患者血液のみで、家兎腹腔内感作を行う時は約 1ヵ月後ツ反応は陽転し而もツ静脈感
作より陽性度強くツ濃厚液を頻回に長期に豆り腎動脈に動注した 1例では該腎側の皮質の著明
な壊死と他側腎の Glomerulo幽 tubulo-Nephroseを惹起し得7こoその他 2fJUは共に Nephro~ 
seで細尿管の変化が主であった。
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6) 結核忠者血液とツ稀釈液とを混入し家兎腹n2:~内に感作した場合は最もツ反応陽11伝!支強く
附後ツ濃厚液(10倍)の腎動脈注射をした昨で、は著明な苅称性腎皮質類壊死を起した 1例，叉
長期!頻凶項回に動注しj ， t 司謂自~ 吋 詑問eたこ 1 例では動注側の所5i MorteINier の如き像を他側腎の Glomerulo-
tubulo 
Nephroseのみを起した数例と 4種類に大別出来7 これらはア νJ 強弱，ルレギ{処置の長短，Oたこ
家兎の感受性等に関係せるものと思考される O 
7) r結核患者血液十ツ稀釈液Jr結核患者血液Jr牛血清十ツ稀釈液」は共に完全抗原であ
り，これらにそれぞれ①②③と名づけて抗原としての差をつけると①>②>⑧となり①が
最も抗原としての力は強く叉結核患者血液中にはツ抗原がかなり含まれていると 思考されるOd
8) 血清アレルギ{と純粋なツ・アレルギ戸との差はツの半抗原なることに原因を求めた
し、。然しツもj拭活体即ち他の蛋白体の力を借りて完全抗原になると而も腎動脈注射ーとしづ強い
アレルギ戸処置の下では血清アレルギ{と同様な p 又は更に強度なアレルギ{変化を起し得る。 
9) 従来成書に記載された Nephroseの概念では毒素による細尿管の変性なりと定義さオし
ているが本実験によると純粋なツ・アレルギ{でも Nephroseが起きるので Nephroseの
或者はツ・アレルギーによって起り得ると断言出来ると思考される O ごのことはツが叉結核閣
の菌毒素なりということをも裏書きしていると 思われる。d
摘筆するに当り終始絶大なる御指導と御恕篤な御校聞を辱くした恩師石橋豊富・教J支'に満腔'J)!i出
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附 図
第 1図 M3 第 4図 M16 C右〉
糸球体は極めて肥大，内皮細胞増殖し，赤血球な
<，ボ氏嚢内にプラズマ様蛋白質多量，細尿管内に
も蛋白円壌あり，軽度の潤濁腫張~性あり。
第 2図 M15
糸球体は極めて肥大，内皮細胞増加し赤血球極
めて少し分葉状，フィプリシ血栓を認め，ボ氏嚢
著しく拡張し，結縮織の増殖あり。
第 3図 M5
糸球体軽度肥大，赤血球かなり混入，内皮細胞も 
軽度増加，ボ氏嚢内に出血及び蛋白体、沈着，間質に
出血，細尿管に ~II生j閤濁腫張軽度にあり。
第 5図 M16C左〉
右とほぼ同様なるも，翻尿管に蛋白円柱を相当に
認める。
第 6図 M33C右〉
糸球体僅かに大きく，内皮細胞軽度増加，エオヂ 糸球体に僅かに赤血球混入し，細尿管愛性あり。
シ細胞混入赤血球なし。
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第 7図 M33C左〉 第 10図 M 14C右〉
糸球体に僅かに赤血球混入し，制尿管主部にj閣濁
腫張著し<，褒性もあるの
第 8図 M43 C右〉
糸球体には赤血球なくやや大きく，純尿管主部は
腫張し懇壊死に陥ってし、る。間質はかなり践になっ
ているの
第 9図 M13C左〉
糸球体軽度肥大，内皮細胞軽度増加，赤血球なく，
制尿管は中等度~性を示し，一部萎縮，一部拡張し，
蛋白円柱を入れているもの多し。
第 11図 MuC左〉
広範囲の腎の壊死と，皮質側に石灰イヒ著明，一部
分は軟骨化，硝子様~性を示し，髄質側には蛋白円
柱の痕跡を認める。
第 12図 Ml5マツグマーヌス染色(腎〕
右腎と大体同様で，主部は類壊死に陥ってしる。 糸球体容積増大著明，内皮細胞増加，基底Jl刻巴厚
間質も疎である。 著明，細尿管~性軽度。
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第 13図 M15フィプリシ染色(腎つ 第 14図 Mμ マックマーヌス染色(右腎〕
糸球体容積増大著明，フィプリンノ著明に析・出，輸 糸球体容積軽度増大，内皮細胞軽度増加，基底膜
入血管のフィプリノイード膨化，制尿管斐性軽度。 軽度肥厚，糊尿管恋性あり。
第 15図 M41マツグマーヌス染色(左腎動注視1])
動脈内膜内のフィプリン機物質の析出，その周囲
の円形細胞浸潤，中，外膜の肥厚，膨化著明。
